
平成３０年度「外部専門機関と連携した英語指導力向上事業」 ～草加市立川柳中学校～ 

・埼玉県学力学習状況調査では、全ての領域において、県平均を１．１ポイントから１．９ポイント下回っており、特に表現の能力に課題があった。そこで、
ＣＡＮ－ＤＯリストの運用と見直し、言語活動の統一、パフォーマンステストの実施、自己評価シートの活動と振り返り等を実践した。 

現状の課題と課題解決のための手立て 

① ＣＡＮ－ＤＯリストの運用と見直し       ② 帯活動 「Free Talk」   ③ 草加市独自の副教材の活用 
 （草加市ＣＡＮ-ＤＯリスト策定）            ・自由英会話          （自己表現活動・振り返り）             
                                ・テーマをもって会話     「話すこと」で用いた内容 
                                ・グループでの会話      を「書く」活動でもアウトプットする。 
                                ・会話の内容の書き取り等      
                                                 ④ センテンスマラソンの実施 
                                                    「話すこと」を「書くこと」につなげる活動 
                                                    ・Activityなどで使用した英文を記入 
                                                    ・Free Talkにおけるメモ 
                                                    ・１文英作文 
                                                    ・１０００文書く。発達段階に応じて「書き写す」 
                                                     から、自己表現活動へ 
  
                              
 
・平成３０年度埼玉県学力学習状況調査の結果から、 
教科の領域である「書くこと」が県平均よりも２ポイント 
上回り、外国語表現の能力は７．４ポイント上回る結果 
となった。 

 
 
 
 

 
・外部検定試験の結果 
 

具体の取組の内容 

 
 
 
 

成果① 

・【生徒の変容】言語活動の充実により、発
話した内容の文構造が理解でき、それを
「書くこと」によって、定着を図ることができ
た。さらに、「書くこと」に対するフィルター
が低くなり、文章をペンを止めることなく、
書くことができるようになった。。 
・【教師の変容】共通の活動を全学年行っ
たことで、若手教員とベテラン教員とが情
報交換を密に行いながら、ＰＤＣＡサイク
ルにより、より良い授業スタイルの確立を
目指すことができた。 
・【指導主事から見た変容】直接大学教授
からの指導により、自信と根拠を持って研
究を推進し、生徒の変容が教師の授業ス
タイルの変容へと導いていた。 

成果② 

・研究の推進により、授業スタイルの方向性が確立
され、教師同士での情報交換から、ＰＤＣＡサイクル
により、常に改善策を見出していくことができてきた。 
・「書くこと」の領域や「表現の能力」に大きな成果が
見られたが、「読むこと」の領域や「外国語理解の能
力」にまだ、課題が見られる。 
・パフォーマンステストの計画的な実施により、さらに
「話すこと」の評価を充実させていく。 
・ＣＡＮ-ＤＯリストの運用により、教師の指導を振り
返り、生徒の「できること」が確実に身に付いている
かを確認する。さらに、生徒自身が「できる」と実感
できるよう支援していく。 
・教師の英語力が向上できるよう、市教委とも連携
して、教員研修も継続して進めていく。 

今後の課題・方向性 

聞くこと 読むこと 話すこと（やりとり） 話すこと（発表） 書くこと

卒業への思い、将来の夢など
のメッセージを聞いて、ゆっ
くり話されれば、その概要を
理解できる。

卒業への思い、将来の夢など
のメッセージを読んで、その
概要を理解できる。

中学校生活で頑張ったこと、
卒業に向けた思い、将来の夢
などについて、お互いに伝え
合い、対話することができ
る。

中学校生活で頑張ったこと、
卒業に向けた思い、将来の夢
などについて、論理的に伝え
ることができる。

卒業に向けた思いやお世話に
なった人への手紙、中学校生
活の思い出、将来の夢など、
論理的に書くことができる。

Special Project Special Project Special Project Special Project Special Project

簡単なアナウンスで、ゆっく
り話されれば、重要な情報を
理解できる。

文化の紹介やホームページ上
の文を読んで、その概要を理
解できる。

友達やALTと電話での会話な
どを通して、簡単な語句や文
を用いて即興で伝え合うこと
ができる。

関心のある事柄（日本の行事
や祭）について、考えたこと
などを、簡単な語句や文を用
いて話すことができる。

日本文化などについて、簡単
な語句や文を用いてまとまり
のある文章を書くことができ
る。

Power-UP5 Program6&Power-UP6 Power-UP4 My Project8 My Project8

機内放送で、ゆっくり話され
れば、重要な情報を理解でき
る。

環境を守る取組に関する文を
読んで、その概要を理解でき
る。

友達やALTに、自分の考えや
気持ちを簡単な文を用いて伝
えたり、相手からの質問に答
えたりすることができる。

自分の趣味などについて、簡
単な語句や文を用いてまとま
りのある内容を話すことがで
きる。

自分の行ったことがある場所
について、簡単な語句や文を
用いてまとまりのある文章を
書くことができる。

Power-UP1 Program3 Program2 My Project7 Program2

簡単な自己紹介や対話を聞い
て、ゆっくり話されれば、そ
の概要を理解できる。

手紙、物語などの多様な題材
を、絵や注釈を参考にしなが
ら読んで、概要を理解でき
る。

日常生活の身近な話題や自分
が関心のあることについて論
理的な対話をすることができ
る。

これまでに習った文法事項や
単語などを使って自己紹介や
家族・友だちを７文程度で紹
介することができる。

教科書やモデルを参考にし
て、スピーチ原稿やスキット
を書くことができる。

草加市立中学校外国語におけるＣＡＮ－ＤＯリスト形式による学習到達目標（平成３０年度版）
草加市小中学校国際理解教育推進委員会

【評価の観点及び趣旨】
※上記の学習到達目標に拠る教育では、下記の２能力を中心に論理的思考･判断を伴うコミュニケーション能力を評価する。

【草加市中学校外国語教育における全体目標（学習到達目標）】

外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、聞くこと・話すこと・読むこと・
書くことなど、コミュニケーション能力の基礎を養う。

【草加っ子の目指す児童生徒像】
グローバル社会においてたくましく活躍できる草加っ子

到達時期 到達時期 Grade

3rd
Goal

Grade
9

Grade
8

Grade
7

2nd
Goal

Grade

3rd
Goal

Grade
9

Grade
8

Grade
7

2nd
Goal

３年
１学期
終了時

２学年
修了時

３年
３学期
終了時

卒業まで 卒業まで

３年
３学期
終了時

３年
２学期
終了時

日常生活の身近な話題に関す
る話や、簡単なアナウンスな
どを、ゆっくり話されれば、
その概要を理解できる。

偉人の話・物語やノンフィク
ションを、絵や注釈を参考に
しながら読んで、文章の概要
を理解できる。

過去や未来の日常生活の身近
な話題について、つなぎこと
ばや相づちを使いながら論理
的な対話を続けることができ
る。

これまでに習った文法事項や
単語などを使って日本の文化
や将来の夢などの自己PRを１
０文程度で紹介することがで
きる。

自分の趣味や自己紹介、短い
日記やメールなど、分かりや
すいまとまりのある文で、５
文～１０文書くことができ
る。

２学年
修了時

３年
１学期
終了時

３年
２学期
終了時

論理的な談話を聞いたり呼んだりして、話し手や書き手の意向
などを理解している。

自分の考えなどを論理的に話したり、書いたりして伝えている。

評価の観点：外国語　理解の能力 評価の観点：外国語　表現の能力

平成２９ 平成３０ 

比較集団 英検３級取得生徒数 英検３級取得率 

Ｈ２９第３学年 ５７人 ３３．１％ 

Ｈ３０第３学年 ６６人 ３９．２％ 


